
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

施策展開

・結核罹患率を10以下にする。（結核に関する特定感染症予防指針に、成果目標として記載。）
・結核に係る健康診断受診率向上。
・潜在性結核感染症患者を含む全結核患者に対し、服薬支援を実施し、治療中断・脱落率を５％以下とする。（結核に関する特定感染
症予防指針に、事業目標として記載。）

H28（27新登録） H29
目標

H27末
（26新登録） 目標 成果 達成状況

95%以上

7,965 9,800

結核回復者のうち、医療機関で経過観察を実施してい
る者について、病状を把握

717 690 774

95

245

服薬支援実施率

派遣研修

合計

直接

1,212 142

20,828 18,786

95%以上 98.1% 達成

医師　１名、保健師　２名、診療放射線技師　１名を研
修に派遣

240 192

成果目標の達成状況

項目 H26末
（25新登録）

99.2%

42,758

・結核罹患率が下がること。
・結核の集団感染件数が０件のまま維持されること。
・潜在性結核感染症を含む全結核患者に対し服薬支援を行い、治療失敗や中断脱落者を最小限にし、治療成功率を向上させること

・罹患率(人口１０万対)　8.1
・結核定期健康診断受診率　私立学校　98.5％、私立施設　91.1％
・潜在性結核感染症患者を含む全結核患者に対して服薬を支援

結核健康診断補助金 補助金

20,828 42,758

合計（A) 18,438

結核予防総合 直接
結核患者に対する服薬支援,結核予防技術者地区別
講習会の開催（２回）

99.3%

29年度

当初予算 18,298

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

事業番号 05 06 17 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 結核予防対策事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・局・室 保健・疾病対策課

５　疾病対策の推進 実施期間 S26 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
結核に関する特定感染症予防指針

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

（当初） （決算） （当初）

結核健診事業 直接
結核患者の接触者に対する健康診断（1,699人実施）
結核回復者に対する精密検査（162人実施）

10,403 8,632 31,797

国庫返還金 直接 H27事業確定に伴う返還金

私立の学校、施設の長が行う結核定期健康診断に要
する費用について、一部を補助（204施設）

8,120

結核定期病状調査 直接

補正予算 140 95

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

1,348

Aの
財源

20,923 42,758

0 0 0

6,910

13,586 14,788 35,848

概　算
人件費

7.5 7.5 7.5

62,070.0

17,248 18,786

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・引き続き適切に事業を実施し、結核のまん延防止に努める。

目標に対
する成果
の状況

・入院の必要があると認めた患者に対し勧告を行い、入院させる事で結核のまん延防止に努めた。
・結核の患者と接触した者に対し健康診断を実施し、早期に患者及び感染者を発見できた。
・全結核患者（潜在性結核を含む）に対し、関係医療機関と連携し個別に服薬指導を行った結果、95％以上実施することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 79,318 78,141 102,113

59,355.0 59,355.0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

4,852 6,135

mailto:hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

